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フッサールの学問論的転回点
堀栄造
本論は、まず、フッサールが初めて学問論を体系的に展開した 19 1 2年の『イ
デーンE』における学問論を考察し（第一節）、次に、フッサールが初めて実在的な
諸学問についての学問論を具体的に遂行した 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」
における学問論を考察し（第二節）、さらに、フッサールの最晩年の集大成の書で、あ
る『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』（『危機書』、 19 3 6年）における学















































































フッサリアーナ（フッサール全集）第32巻『自然と精神－ 1 9 2 7年夏学期講
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のは、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神j において初めてのことである。それゆ
え、本論は、次節で 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」を吟味検討しなければな
らない。
(2) 1919年夏学期講義における学問論









































































それでは、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」において、フッサールは、学問
論的分析を具体的にはどのように展開したのか。フッサールは、物的自然の存在論
および現象学の基本路線について詳細に論述している。

























なわち、狭義の超越論的感性論の事物［dasDing der transzendentalen Asthetik in 
einem engeren Sinne］が、残存するのであり、純粋な感性的事物［daspure 
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Sinnending］が、残存するのである。おそらく気づかれるであろうが、それは、実


































( 3）学問論的転回点としての 19 1 9年夏学期講義









的学問入門講義の歩みの主要段階を成すものが、もはや、 19 1 9年の講義の体系
的道標でもある」（13）。ミヒヤエル・ヴァイラーの言うとおり、 19 1 9年夏学期講




機と超越論的現象学』（『危機書』、 19 3 6年）へ至るまで成熟していき結実するこ
とになるものと言える。
ミヒヤエル・ヴァイラーは、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」と『危機書』
の関係について具体的に詳細に言及してはいない。そこで、本論は、これから、『危





























































ている。しかし、そうした二つの道の原型は、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神j
のうちにすでに見られる。まず、『危機書』における「生活世界の存在論を介して超
越論的現象学へ至る道Jに関して言えば、前述の 19 1 9年夏学期講義「自然と精
神j における「前学問的な直観的な世界の存在論の超越論的哲学としての現象学に







超越論的現象学へ至る道」の原型は、すでに 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」
において展開されているのである。次に、『危機書』における「心理学を介して超越
論的現象学へ至る道Iに関して言えば、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」にお
けるフッサールの次のような論述のうちに、まさにその原型を見いだしうる。「物的
事物性の現象学［diePhanomenologie der physischen Dinglichkeit］は、もとより
身体性の現象学［diePhanomenologie der Leiblichkeit］と分かちがたく結びつく。














型は、すでに 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」において展開されているのであ
る。
したがって、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神j における学問論は、最晩年の















行したことを明らかにした（第二節）。さらに、 19 1 9年夏学期講義「自然と精神」
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